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自治労県職労春季要求提出交渉

過重労働の撲滅～グループウェアを活用した実態把握を求める！

黒岩知事が議会で答弁された「ブラック企業を許さない、見逃さない」姿勢に期待！

自治労県職労は3月19日、知事あてに2014年春季要求書を提出し、労務統括官との交渉を行いました。
自治労県職労の発言（要旨）

○賃金・諸手当の改善

・現在国で検討されている「給与制度の総合的見直し」については、地方は国と制度や実態が異なるため、国が見直しを行った場合も追随しないこと。

・初任給及び若年層の賃金改善を求める。

・特殊勤務手当及び調整額については職場実態を踏まえた見直しを。「削減ありき」は認めない。
○過重労働の撲滅

・年間360時間、1か月45時間を超える時間外勤務は、労働基準法違反であることを管理監督者に徹底すること。知事が議会で答弁されたとおり、「ブラック企業を許さない、見逃さない」という姿勢は重要。県庁においても適正な労務管理を。

・グループウェアを活用して、全庁的にグループ・課単位の在庁時間の実態把握を求める。人員配置が適正に行われているかどうかの検討材料のひとつにはなるだろう。早急に実現を。

・議会対応はずいぶん以前に、「班長(今のＧＬ)以上で対応」と確認した。予算調整についても、部局への一定の権限委譲を行い、Ａ４事業等は枠配分として作業を簡素化し、財政課との調整は「時間外に及ばないように」と確認したが、形骸化している。

・予算や議会対応について、これまでの取り決めを改めて徹底するとともに、効率的に仕事ができるよう制度的見直しを求める。
・予算調整について、限られた時間でポイントを絞った議論ができるようにしてほしい。
・経理事務については、「不適正経理にならないように」が優先され、効率性は置き去りにされている。

○人員要求

・来年度の部局別配分定数が示された。相変わらず、減要素として「業務の見直し」が多い。その具体的な内容を明らかにすること。
・これまで行われてきた人員削減の結果、知事部局では乾いた雑巾を絞るような状況だ。現場からすれば、人材課や局から一方的に人員削減を押し付けられたという思いが強い。それは、双方で十分検討をした、現場が納得する「業務の見直し」が行われていないからである。

・採用辞退者の欠員状況とその対応を明らかにせよ。
・職業訓練指導員について、最低限現在の欠員を正規職員で配置するために、採用を拡大すること。
・児童相談所・生活保護担当の福祉職について、職員の過重労働を解消できるだけの増員を求める。また、生活保護受給世帯数の増加に伴う体制強化として、生活保護担当の経理担当職員の増員を行うこと。
・県税事務所や保健福祉事務所の再編統合に伴い、管轄が広域になること等を踏まえ、業務に支障が生じないよう必要な人員配置を求める。
○メンタルヘルス対策、労働安全衛生課題
・使用者としての安全配慮義務をもっと認識すべき。

・新聞に、「うつ病などメンタルヘルスの不調で会社を休職した社員の42.3％が、休職制度の利用中や職場復帰後に退職している」という調査結果が出ていた。
・メンタル不全による療養休暇取得者・休職者が発生した職場の所属長に産業医との面接を義務付け、産業医が状況を把握するシステムを設けること。マネジメント体制をつくることが重要。
・メンタルヘルス対策を推進するにあたり、産業医（精神科医）の専任化を求める。
・メンタル不全の早期発見、早期ケア対策として、採用後半年経過の職員を対象に、保健師等による面談を引き続き実施するとともに、若年者対策を検討すること。庁内においてカウンセリングが受けられる体制づくりを。

・廊下、階段等、執務室以外でも安全が確保できるようＪＩＳ規格で定める照度の確保を求める。
・東日本大震災から3年が経過し、災害に備える意識が薄れていると感じる。大規模災害発生時に安全を確保しながら円滑な業務を遂行する必要があるので、「災害発生に関する労働条件についての労使協定」の締結に向けて、早急に自治労県職労との協議を。

○昇任昇格
・モチベーションが維持できる昇任昇格を求める。
○仕事を進める条件の整備
・会計管理システムや人事給与システムへの接続に時間がかかることで、業務に支障が出ている。職場では、年度内に処理ができるのかといった不安の声が上がっている。早急に改善を求める。緊急の措置として、システムの稼働時間を延長したらどうか。
・人事異動にあたり家族介護等を担う職員に対する配慮を、人事異動実施方針に明文化すべき。
○行政システム改革・緊急財政対策
・産業技術センターの地方独立行政法人化は、職員の雇用問題のみならず、公的責任を確保する観点からも行わないこと。
・県民サービスを無視し、職員の雇用や労働条件に大きな影響を及ぼす、派遣や指定管理者制度の導入を見直すこと。特に、業界自体が未成熟な業務について、無理に派遣業務を導入しないこと。
・県税事務所や保健福祉事務所の再編統合について、県民サービスや地域ニーズの視点から全般的な検証を行う必要がある。また、検証にあたっては自治労県職労との協議を行うよう求める。
○公正労働基準の確立
・行政補助員の雇用を脅かし、業務的にも混乱と非効率を招く現行制度の抜本的見直しを求める。自治労県職労は、登録制度の採用を提案している。まず、実態の把握と前向きな検討を強く求める。
・公契約条例を早期に制定すること。

○ノーマライゼーション課題
・障害者権利条約が批准されたこと、2016年度には「障害者差別解消法」が施行されることを踏まえて、早急に人事・給与制度や職場環境の改善を行うよう求める。

・視覚障害者が利用可能となるよう、人事給与システム、意向申告書様式、自己観察記録様式を早急に改善すること。

・特に、現在抜本的な見直しを行っている人事給与システムについては、新システム稼働時には「情報バリア」を解消すること。

・電話交換職場については、問題が多発している現場実態を踏まえ、派遣業務の導入を止め、直営化にもどすこと。

・人事異動にあたっては、障害による通勤等の困難性を踏まえ、意向打診を早期に行うことが必要。

春季要求書の全文は、自治労県職労のＨＰ

（組合員専用ページ）に掲載しています。
無理・無茶な意向打診は

組合に相談を！

間もなく人事異動の時期です。本日3月20日（木）、第1次内示（意向打診）が行われます。

「人事異動基本要綱」や「一般職員等人事異動実施方針」において、「職員の通勤に要する時間は、特別の事情がない限り原則として片道1時間30分以内とする」、「次世代育成支援の観点から、子育て中の職員については、意向の把握に努め、必要に応じて通勤時間や勤務形態等に係る配慮を行うものとする」と定められています。

万一、これらの事情や意向を無視した意向打診が行われた場合は、遠慮なく組合事務所にご相談ください。

組合事務所でエクササイズ！

桜の花便りがあちらこちらから聞こえてきます。春本番ですね！

Ｙ執行委員からの寄付で、組合事務所に“レッグマジックサークル”が入りました。

日頃から「運動不足だなあ、でもジムに通う時間はないし…」なんて悩んでいるあなた！

これからは薄着の季節になります。スマートな着こなしをするためにも、ウエストや二の腕、他にもいろいろ？気になる部分の引き締めにトライしてみませんか。

昼休みなどのちょっとした時間を利用してエクササイズができます。興味のある方は、組合事務所（県庁本庁舎地下）をちょっと覗いてくださいね♪


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































